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主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

主体的な学び

深い学び
対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と、学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携･協働しながら、未来の創り⼿となるために必要な資質・能⼒を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

何ができるようになるか

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

未知の状況にも対応できる
思考⼒・判断⼒・表現⼒等の育成生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう⼒・⼈間性の涵養

学習指導要領改訂の⽅向性

小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共（仮称）」の新
設など
各教科等で育む資質･能⼒を明確化し、目標や内容を構造的に⽰す
学習内容の削減は⾏わない※

生きて働く知識･技能の習得など、
新しい時代に求められる資質･能⼒
を育成
知識の量を削減せず、質の高い理解
を図るための学習過程の質的改善

１．はじめに



社会に開かれた教育課程＝学習指導要領の理念
①社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教
育を通じてよりよい社会を創るという目標を持ち、教育課
程を介してその目標を社会と共有していくこと。
② これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や
世界に向き合い関わり合い、⾃分の人生を切り拓いていく
ために求められる資質・能⼒とは何かを、教育課程におい
て明確化し育んでいくこと。
③ 教育課程の実施に当たって、地域の⼈的・物的資源を
活用したり、放課後や土曜日等を活用した社会教育との連
携を図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、その目指
すところを社会と共有・連携しながら実現させること。



各校で地域と関わって取り組んでいる
授業や活動を整理する︕

スクラップ&ビルド︕

ブラッシュアップ︕
新たな協働活動の構築へ︕

１．はじめに



「協働」とは
（単に協力して働くことではなく）

同じ目的のために、対等の
立場で協力して共に働くこと

１．はじめに



２．共育コミュニティについて

挨拶運動 地域⼀⻫清掃 合同防災訓練

図書館ボランティア 授業支援 通学合宿



和歌山では、
共育コミュニティ…和歌山県発祥の造語(H20〜)

国では、
学校支援地域本部 → 地域学校協働本部へ

学校支援活動 → 地域学校協働活動へ

２．共育コミュニティについて

これからのキーワードは、「協働︕」



※文部科学省ＨＰより

２．共育コミュニティについて



H28年度 隅田中学校区
共育コミュニティ本部

H26年度 紀⾒東中学校区
共育コミュニティ本部

H20年度 高野口地域
共育コミュニティ本部

H21年度 学⽂路・清⽔地域
共育コミュニティ本部

H30年度 紀⾒北中学校区
共育コミュニティ本部

H30年度 山田地域
共育コミュニティ本部

H30年度 橋本地域
共育コミュニティ本部

２．共育コミュニティについて



これからのあるべき学校と地域の関係は…

～してあげる

～してもらう

貸し借りの関係

子供たちの学びや
育ちを共に支える

対等な関係

イコールパートナー

２．共育コミュニティについて



３．コミュニティ・スクールについて

コミュニティ・スクールとは、

「学校運営協議会を設置した学校」

あなたの学校は、コミュニティ・スクールですか︖



合議体

持続可能な取組に
～学校改革～



地域とともにある学校づくり 学校を核とした地域づくり

～学校改革・地域改革～

県も同じ方向性で「きのくにコミュニティスクール」を推進



～学校改革・地域改革～

共育コミュニティの
キーパーソン（13名）

各共育コミュニティ本部
に１〜３名配置

各種団体との橋渡し

月１回市CN会議



４．熟議 〜学校と地域が求めるもの〜
熟議の視点
１．こんな子どもに育ってほしい（子ども像）

→まんなか
２．地域の人にお願いしたいこと（要望）

→左
３．地域の人はこんなことできる（可能）

→右
４．できそうなこと（決意）

→下



４．熟議 〜学校と地域が求めるもの〜

決意

子ども像

要望 可能



【参考】「地域と共にある学校づくり」「学校を核とした地域づくり」に向けて
第１回 学校運営協議会
・学校の現状と課題
・学校運営基本方針の承認(OK→Let’s)

第２回 学校運営協議会
・共有２

ゴールイメージ（目標、めざす子供像）
職員会議・学年会等
・協働１・２

協働活動の分担

各地域に合わせた
地域学校協働活動
の展開

第３回 学校運営協議会
・中間検証

成果の共有、軌道修正

第４回 学校運営協議会
・最終検証

成果の共有、学校評価、学校運営協議会評価
・次年度に向けて

子供像の（再）設定
具体的⼿段・方法の⼯夫・変更
何をスクラップ・統合するか
どのように「業務改善」するか

共育コミュニティ本部会議
・共有１

本部がめざす子供像

共有

再共有

再協働

CN会議

校⻑会

⻘少年健全育成

共育コミュニティ
公⺠館 その他

共育コミュニティ本部会議
・中間検証

成果の共有、軌道修正

CN会議

校⻑会

学校運営協議会
活動部会

各地域に合わせた
地域学校協働活動
の展開

⻘少年健全育成

共育コミュニティ
その他

学校運営協議会
活動部会

公⺠館

協働

すべては
子供たちの
笑顔のため



共有１

学
校
・家
庭
・地
域
の
思
い
を
詰
め
込
む
︕

→

め
ざ
す
子
供
像
の
明
確
化
︕

本部でめざす
子供像・地域像 学校での取組 子供の取組 家庭での取組 地域での取組

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像

本部・学校
めざす子供像



共有２

学
校
・家
庭
・地
域
の
思
い
を
詰
め
込
む
︕

→

め
ざ
す
子
供
像
の
明
確
化
︕

○○学校 学校運営協議会 熟議シート

・地域とのつながりが希薄化

・スマホやインターネットの利用モラルが心配

目標 児童（生徒）、教職員が地域住⺠と主体的に関わる学校

（上位目標）

ゴールイメージ ①大きな声で挨拶する子

（下位目標） ②地域⾏事に積極的に関わる子供

③学校の敷居を下げる

④

⑤

…

・地域の祭 ① ②

・登下校の⾒守り ① ③

・地域⼀⻫清掃 ① ② ③

・

・

共育コミュニティ
⻘少年健全育成

⾃治会
ふれあいルーム

公⺠館
etc

既存の活動

課題

学校運営協議会

既存の活動は、どのゴールイ

メージとリンクするか︖

既存の活動の整理を⾏う。

上位目標達成のために、何が必要か︖

より具体的な目標・⾏動設定を︕

現状の共有

課題を出しすぎない︕

スクールプランや教育目標、

めざす子供像とリンク

（年度末の学校運営協議会で熟議

→次年度の方向性を決める）



協働１

今
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
整
理
︕

→

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
が
明
確
に
︕

○○学校 地域に開かれた教育課程
各教科
地域学校協働活動

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 特別支援学級 低学年 高学年 全学年
地域の
キーパーソン

国語

社会

算数

理科

音楽

外国語
外国語活動

図画⼯作

家庭

体育

生活科
総合的な学習の時間

道徳

特別活動
学校⾏事
その他

放課後子ども教室
子どもの居場所づくり
共育コミュニティ
公⺠館
⻘少年健全育成
市の⾏事
その他

赤︓地域の人が校内で⾏う学習

⻘︓地域の人が校外で⾏う学習

緑︓他校種が連携した学習



協働２

学
年
ご
と
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成

→

い
つ
、
誰
と
つ
な
が
る
か
の
「⾒
え
る
化
」

○○学校 地域に開かれた教育課程（○年）
各教科
地域学校協働活動

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
地域の
キーパーソン

国語

社会

算数

理科

音楽

外国語
外国語活動

図画⼯作

家庭

体育

生活科
総合的な学習の時間

道徳

特別活動
学校⾏事
その他

放課後子ども教室
子どもの居場所づくり
共育コミュニティ
公⺠館
⻘少年健全育成
市の⾏事
その他

赤︓地域の人が校内で⾏う学習

⻘︓地域の人が校外で⾏う学習

緑︓他校種が連携した学習


